
 

 

 

 
  

一年間、お疲れさまでした。 
 

今年度は、５月３１日（月）に第１回協議会が開催さ

れ、全体研修として清田緑小の佐藤先生から「スター

トカリキュラム作成の考え方」と認定こども園北野しら

かば幼稚園の武田先生から「コロナ禍の幼小連携の

取組」について提言をいただき、ブレイクアウトルーム

の機能を活用してブロック毎に今年度の交流・連携の計画を立てて、第２回目の協議会として実践を重ね

てきました。コロナ禍で、互いに交流し合うことが難しかったのですが、各ブロックとも工夫され、子ども同士

では、手紙やビデオレター、絵などを交換したり、職員同士では、授業を分散して参観して意見交換をしたり、

オンライン（zoom）を活用して、テーマを決めて話し合ったりと感染対策を工夫しながら、交流・連携を止め

ないという思いで、ブロック長を中心に推進してきておりました。 大変お疲れさま様でした。 

年度末を迎え、先日幼稚園や保育所等を卒園した子どもたちが、小学校の入学の時期となりまし

た。今年度これまで交流・連携してきたことが、生かされていくことと思います。次年度に向けて

は、これまで各区での幼保小連携推進協議会の取組を受けて、札幌市教育委員会のリードの元、全

市でテーマや日程、研修の方向性が統一したものとなりますが、清田区がこれまで取り組んできた

ブロックでの交流・連携・接続に向けた取組は継続することができます。次年度は、今年度の取組

を深化させ、より子どもの学びや育ちが幼保小でつながっていくよう推進してまいりたいと思いま

す。今後ともご理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清田区幼保小連携推進協議会だより 
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 〈目的〉子どもの発達や学びの連続性を保障し、幼児期と児童期の教育を円滑に接続する。 
 
〈清田区令和３年度のテーマ〉 子どもの学びや育ちをつなぐ幼保小の連携 

～接続期を共に考え、接続期カリキュラムを充実させよう～ 
 

＜令和 3年度 清田区協議会代表者会＞  
札幌市立三里塚小学校  校長 古田 浩章 

平ケ岡幼稚園          園長 進藤 律子 

札幌北野保育園        園長 宮本 美保 

認定こども園にじいろ    所長 織江 真由美 

かっこう幼稚園         園長 笹山 雅司 

 

 

昨年度、各施設のカリキュラムを集めて、『清田区

幼保小接続期のカリキュラム集』を作成しました。

下記の本園 HPからもご覧になれます。今年度の

ブロック協議会でも活用されているところがありま

したが、今後も互いに参考にし合うことで、縦・横の

連携を図るとともに、自校・園の接続期に、何を大

切にするとよいかを考える機会になることを願って

います。 

 

 

清田区“幼保小接続期 

カリキュラム集”を活用しましょう！ 

 

 

その２ 

ＷＥＢで清田区内の情報を確認できます。 

ぜひ、園や学校でもご活用ください。 

かっこう幼稚園ＨＰ『保幼小の先生へ』 

パスワード kiyota2022 

http://www.kakko-k.sapporo-c.ed.jp/ 

 

 
 

今年度から中学校区にある幼保小のブ

ロックで計画を立て、第 2回目の協議会

を開催してきました。そこで交流・協議

したことが、新年度の小学校の入学期の

スタートカリキュラムに生かされていく

ことと思います。新年度もこのつながり

を生かし、さらに子どもや職員同士の交

流・連携が継続して進めて行くことがで

きればと思っています。その様子を是

非、代表者へお知らせいただくと共に、

その取組を清田区の他のブロックの方と

も共有できればと考えております。各

園・学校の置かれた状況に応じ、無理の

ない形で双方がつながっていけるとよい

ですね。 

 

 

連携・連絡を取り合いましょう！ その１ 

http://www.kakko-k.sapporo-c.ed.jp/
sb56463
ハイライト


